
| 1雨の日に咲く一輪の花（サステナブルな住まいを実現するために採用する自然素材） I 
・別名「スケルトンフラワー」
・メギ科サンカヨウ属でやや湿った場所に育つ
高さ30叩～70四
茎の先に直径2叩の白い花びらをつける
・雨に濡れると花びらが透明になる

吟花びらの細胞の隙間に光が入り込み、光が
散乱することで通常は白く見えている。.....................................,,.................................. | 
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F』•一
雨水が隙問を満たすことで散乱が起きなく
なり、光が透過することで透明に見える。

2建築にサンカヨウの花を咲かせる（すりガラスの反転）
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サンカヨウを咲 かせる使
い方は加工面を室外側に
して用いる。

加工面を室内側にして使われて き たすりガラスを
反転、加工面を外側に向けて、住宅周りに配置。

ト
雨水が隙問に入り込むことで光の散乱
を抑え、雨の日だけ空問が滲みでる。

二

三X-X' 

住空間に直接、夏の日射や冬の風が侵入
し、居住性が低下する。それを補うための
冷暖房負荷が大きくなる。

すりガラスを地面から500mm上げることで地窓をデザイン。
下からの風が各空間で温められ、「喜雨の間→生活空間→
喜雨の間」への通風を確保する。

日本家屋の伝統的な空間「和室」は雨文
化と同じように、香りを楽しむ魅力や癒し
空問としての役割が消えつつある

畳が湿気を吸収するため、雨の日に家の中
で一番心地のいい空間が和室になる，雨
の日はここが家族が集うリビングに変わる。

雨が降るとすりガラス奥の景色
し、家族の集いに

今日の献立を考えながら菜園を眺める。雨
が降ると四季折々の植栽が外に向けて滲
みだすとともに外とのつながりが生まれる。
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：ロコ限界ニュータウンの 建築にサンカヨウが咲いた i
； 抱える課題 ［口□□］住まいがもたらす効果 ： 
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I 設計コンセプト ー

住宅地は横を見ても無機質な
壁が見えるだけで、狭い空間が
役割を持てず、コミュニティーに
欠ける。

一
かつての日本人は、雨を 「天からのもらい水」として大切にし、雨の日 凹凸の面を内側にして使う。しかしそれを反転させて使うことで、雨
の趣を感じていた。絶妙な雨の違いを感じ取り、雨に付けてきた情緒 に濡れて美しく透き通るサンカヨウを再現した。雨に濡れたすりガラ
ある名前は400に上る。しかし日本人はいつしか雨を厄介者と感じ スがじんわりと透明度を上げ、内と外をつなぐ。住宅に咲くサンカヨウ
るようになってしまった。現代日本の雨降る街には、傘の下、うつむき はこれまで限界ニュータウンが抱えていたコミュニティー 問題をはじ
がちに歩く人で溢れている。雨に趣を抱く一つの文化が失われてしま め、雨の街の景観や住宅の居住性確保にも効果を発揮することが期
ったのだ。そん な雨に濡れて美しく咲く花がある。その花の名前は 待される。サンカヨウに囲まれた住宅や街で暮らしながら、日本人が
「サンカヨウ」。私たちは、雨に濡れたサンカヨウの美しさこそが日本 忘れていた雨への記憶が花開くエネルギア住宅とする。
人の忘れていた 「雨を美しく感じる文化」をもう一度蘇らせる力があ
ると考えた。そこで、サンカヨウを自然素材とした暮らしを提案し、
広島の限界ニュータウンを再生するために住宅にサンカヨウを咲か
せる。そのために使用したのが 「すりガラス」である。すりガラスは適常、

雨に濡れると白い花びらが透明
に変わる花 「サンカヨウ」。普段は
水に濡れるとその半透明の機能
を失う「すりガラス」を逆に雨に晒
し透過させることでプラスの景色
をつくり出しています。街の景色も
リノベー ションされた住宅の内部
からも雨が降るたびに鮮やかな
風景が現れる。普段ネガティブに
捉えがちな雨やすりガラスの透過
を見事に転じてみせた提案です。

一
居とは棲む場所である。地球の場所や環境は絶えず変化し続
け ている。土で壁を作ることで長きに渡り建築、建材が循環す
る住まいを作る。
室内に多くの柱を設け柱間や柱を囲うように自らの手で土壁を
作り自分のための空間を作る。次の世代の生徒がその部屋を
使う時、作られた土壁を取り壊しまた新たに土を使い壁を作る
こともできる。土の循環である。

生徒A 生徒B 生徒c 土壁を作る生徒

阿団口
それぞれの生徒の部屋に自分好みの土壁を作る。
土壁を家全体に使うことで調湿性、耐火性、断熱性がある。
生徒の入れ替わりとともに変化していく土の内壁は環境負荷も抑えられている。

断面線
♦A 
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一
住居のそばで農作物を作りコンポストをする。
現代社会では土に触れることが少なく、農作物の育つ工程を知
らず収穫されたものばかりを食べている。
産業の発展とともに土に還らない物が増えた時代に、畑をする
行為を取り入れることで作物を通した土の循環を、自然環境か
ら逸脱した現代人が触れることができる。

會

[育
認
咋

で
環

が
循

と
り

こ
も

』
/

o
f[年

[
入
人

取
な

を
で

/

[
 

』

-[

私たちは、人が地球に棲んでいるのではなく、人が地球に棲まわせて
もらっていると考える。今回の建築では人の原点の生活に立ち返り、
生活の基盤である土を生業とした陶芸家の夫婦と生徒らが住む陶
芸工房のアトリエを提案する。
私たちは居・食・住の観点から紐解いた。
居とは、人が棲む場所のことである。土で壁を作ることで、建築と周囲
環境が循環する住まいを作る。室内に多くの柱を設け、柱間や柱を囲
うように住人自ら土壁を施工し、自分のための空間を作ることが出来
る。次の世代の生徒が部屋を使う時、作られた土壁を取り壊し、その
土からまた新たに壁を作ることもできる。これこそが土の循環である。
土壁を家全体に使うことで調湿性・耐火性・断熱性も期待でき、生徒

:® 

一
元来人は土と共に生き循環することで人の生活を支えてきた。
現代社会は農業という職業が土と密接にかかわっている。
農家からそれ以外の人へ作物が受け渡され間接的な土とのか
かわりになってしまい土が遠い存在になっている。
土に棲むことによって、より密接に一人一人が土の循環を目の
当たりにする。たとえ住居の持ち主が居なくなってもその住居
は土に還る。これこそが土と共に生きることではないか。

現代の住宅建築と土留め建築の循環の違い

’→”→電懲→雫懲

雙璽i→‘”→”― 
土留め建築は土を削りその土を壁として利用し木組みの屋根をかけ造られる。
建物全体が自然のものでできているため再利用可能な環境負荷の少ない建築である。
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の入れ替わりとともに変化していく土の内壁は環境負荷も抑えられ
ている。
食では、住居のそばで農作物を作りコンポストをする。産業の発展と
ともに土に還らない物が増えた時代に、畑をする行為を取り入れるこ
とで作物を通した生物の循環に触れることができる。建築要素に農業
を取り入れることで、建物の循環だけでなく人の生活や自然礫境も育
んでゆく。
住では、土を削りその土を壁として利用して木組みの屋根をかける、
土どめ建築を利用した。土の中に棲むことによって、より密接に一人一

人が土の循環を目の当たりにする。たとえ住居の持ち主が居なくなっ
てもその住居は土に還る。これこそが土と共に生きることではないか。
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陶芸家夫婦と生徒がともに馨
らす家。その 「 土を扱うプロ」が
自らすみかを作り、土とともに
生きていくという設定。ま るで
土 中 の巣に生息してい る獣や
虫の生態を見ているようです。
そういえば作品のタイトルにも
「棲」の字をあえて使っています。
地面に近い目線から見る建物の
ヴィジュアルも作品全体にイン
パクトを与えています。




